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所属団体名 
（○○県○○市立○○中学校 

 ○○発明クラブ   ） 

埼玉大学教育学部附属中学校   

ふりがな ろっぱん 

チーム名 ６班 

ロボコンルール名称 
（URL https://･･･） 

ルールの名称（部門）等：創造アイデアロボットコンテスト 基礎部門 

 （ http://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R4/R4_kiso.pdf ） 

製作期間  西暦 ２０２２年 ６月頃  ～  西暦 ２０２２年  １０月頃 

  

製作時間 
（構想から試作完成までの

全ての時間） 

 

       １２時間 

ロボットに関

する写真と図 

 
必ず、ロボットの概要や

機構等の特徴がわかる写

真や図等を、1～4枚程度

で掲載しましょう。 

 

写真や図に記号等を書き

込み,この下の枠「ロボ

ットのアイデア概要」で

解説しましょう。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

ロボットの 

アイデア概要 
【報告書要約】 
どのような動きを実現す

るために，具体的にどの

ような素材や機構を用い

て実現したのか説明して

ください。 

このロボットは、一度に多くのがれきを持ち上げ運搬を行うためにガチャガ

チャの機構を利用し、円筒形(３ｄプリンターを用いて作成)の部分にがれき

を複数個はめ輸送し、指定の移置にがれきを短時間で設置する。 

がれきを持ち上げるときは、赤いギアを回転させ、上についている円筒のも

のに最大4個回転させはめる。回収出来たら赤いギアを反対方向に回して円筒

をたてる。 

がれき設置時は円筒の下にある円盤に穴をあけ、円筒の中心にある軸を回し

穴にがれきが落ちるようにした。 

参考資料 
製作上参考にしたロボッ

ト等の情報を文章とURL

等を用いて掲載しまし 

がちゃがちゃの仕組み 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
http://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R4/R4_kiso.pdf


１．ロボットの動き

【移動方法】

①の画像の通り、タイヤ2つとローラーのようなもの
を1つつける。このロボットは一回に3つ運べるため、
落とさないよう慎重に運びたい。高速ギアを見てみて、
思ったより速くコントローラーでの操縦が難しいと
思った。低速＆高速だともっと操縦が難しかった。→
２つとも低速ギアにする

【がれきの回収】

☆の画像にある丸がついているところのように、歯車を
使用することで角度の調節をし、回収する。②の画
像にあるように、180°歯車を回転させ、その上につい
ている板とガチャガチャの仕組みの円柱が回転する
ことで、もともと設置されている壁を使い、△の部
分を使い、押し込んで中に入れる。(△この画像では
ガチャガチャの仕組みの部分につける高さを増す＆
落ちにくくするためのものはついていない。)

①

②



【がれきの持ち上げ】

「がれきの持ち上げ方法③、④の画像にある通り、歯
車を使って回転させ、元の位置まで持ち上げる。すべり
どめや壁がついているため、落ちにくく、安全に運ぶこ
とができる。また、十字架型になっている板は、回るよ
うになっていて、3つまでためることができる(ガチャガ
チャの仕組みを利用)

回るようになっている理由→十字架と円柱はくっついて
いなく、十字架の板に小さい丸形の板がついている。
これにはくぎが入る４つの穴があり、その4つの上に
さらにそれぞれ一つずつ穴をあけることで、頑丈に動
かないようにしている。その丸形の板にギアボックス
を付け、回転するようにしている。

【がれきの設置】

上の最後で言っていた十字架の板が回る仕組みを使っ
て、4つのうち1つだけ空いている穴まで回す。その
まえに●や■の画像のように指定の場所まに入るよう
にロボットを運び、ちょうどいい位置まで動かせた
ら十字架の板を回し始める。一つ入ってら動かすの
をやめ、移動→入れるを繰り返す。

③ ④
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